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「区議会だより」が折り込まれて
います

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

年
が
あ
ら
た
ま
り
、
清
々
と
し
た
気
持
ち

で
元
旦
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
昨
年
も
杉
並
区
政
に
対
し
ま
し
て
多

く
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
本
年
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
「
戊
子
（
つ
ち
の
え
・
ね
）」
の
年

で
、
そ
れ
ま
で
の
行
き
方
で
良
い
も
の
も
悪

い
も
の
も
「
繁
茂
す
る
年
」
と
年
初
に
述
べ

て
き
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
後
半
は
世
界
金
融

危
機
か
ら
日
本
経
済
も
厳
し
く
な
り
、
ま
た

餃
子
事
件
な
ど
「
食
」
を
め
ぐ
る
問
題
や
病

院
の
診
療
拒
否
な
ど
人
の
い
の
ち
に
関
わ
る

事
件
、そ
し
て
国
内
外
の
テ
ロ
の
発
生
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
行
き
方
へ
の
警
鐘
と

も
思
え
る
様
々
な
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
杉
並
区
は
行
財
政
改
革
を
進

め
、
区
の
借
金
で
あ
る
区
債
残
高
も
二
四
五

億
円
と
、
平
成　

年
の
九
四
二
億
円
か
ら
大

１２

幅
に
削
減
さ
れ
る
見
込
み
と
な
る
な
ど
、
区

の
経
営
理
念
で
あ
る
「
小
さ
な
区
役
所
で
五

つ
星
の
サ
ー
ビ
ス
」
実
現
に
向
け
着
実
に
前

進
し
て
き
ま
し
た
。
土
曜
議
会
・
土
日
開
庁

も
始
ま
り
「　

時
間　

日
サ
ー
ビ
ス
」
へ
さ

２４

３６５

ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出
し
、
ま
た
都
内
で
初

め
て
全
小
学
校
の
三
〇
人
程
度
学
級
が
開
始

さ
れ
る
な
ど
「
教
育
立
区
」
づ
く
り
も
進
み

ま
し
た
。

　

さ
て
今
年
の
「
己
丑
（
つ
ち
の
と
・
う
し
）」

と
い
う
年
は
、繁
茂
し
て
生
ま
れ
た
乱
れ
を
、

筋
を
通
し
て
正
す
「
紀
律
の
年
」
と
言
わ
れ

ま
す
。
昨
年
は
山
田
区
政
一
〇
年
目
の
節
目

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
見
直
す
「
杉

並
改
革
総
点
検
」
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
そ
の
成
果
を
生
か
し
て
ど
ん
な
荒
波
も
乗

り
越
え
、
し
っ
か
り
と
区
民
生
活
を
守
り
発

展
さ
せ
る
区
政
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
特
養
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や

元
気
高
齢
者
を
支
え
る
「
長
寿
応
援
ポ
イ
ン

ト
制
度
」
の
創
設
、
待
機
児
解
消
に
向
け
た

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
そ
し
て
救
命
救
急

医
療
体
制
の
整
備
な
ど
安
全
・
安
心
の
施
策

に
重
心
を
お
い
て
、「
長
寿
が
喜
ば
れ
、
赤
ち

ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
に
ぎ
や
か
な
杉
並
区
」
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
厳
し
い
経
済
環
境
に
対

応
し
た
区
内
中
小
企
業
の
支
援
体
制
に
も
力

を
注
ぎ
ま
す
。

　

し
か
し
「
紀
律
の
年
」
は
、
足
元
だ
け
見

て
い
て
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
世
界
や
私
た
ち
が
と
ら
わ
れ
て

い
た
か
も
し
れ
な
い
行
き
方
、
つ
ま
り
「
今

さ
え
、
自
分
さ
え
」
と
い
う
姿
か
ら
、「
今
も

将
来
も
、
自
分
も
皆
も
」
と
い
う
正
し
い
行

き
方
に
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
う
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
私
は
、
杉
並
区

に
は
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
減
税
自

治
体
構
想
」、ど
の
時
代
に
も
通
用
す
る
教
育

理
念
と
し
て
の
「
教
育
基
本
条
例
」、
そ
し
て

企
業
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を
活
用
し
、
生
垣
な

ど
を
創
生
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
百
年
の
計
」

な
ど
、「
今
も
将
来
も
、
自
分
も
皆
も
」
豊
か

に
な
っ
て
い
く
長
期
の
目
標
が
必
要
と
考

え
、
そ
の
「
将
来
発
展
の
種
」
も
ま
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
遠
き
を
計
る
も
の
は
富
み
、
近
き
を
計

る
も
の
は
貧
す
」
こ
れ
は
二
宮
尊
徳
翁
の
言

葉
で
す
が
、
今
年
は
ま
さ
に
「
遠
く
を
見
す

え
、
今
を
固
め
る
」、
そ
の
よ
う
な
一
年
に
し

た
い
と
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

杉
並
区
長

「
遠
く
を
見
す
え
、 

今
を
固
め
る
」
年
に

写真（４点）は、杉並ふれあい農業推進フォトコンテスト（２０年８月〜１０月に募集）の入選作品です。

新 春 対 談
山田区長
青木区議会議長
石川　遼さん

ジェイコム東京２（デジタル１１）チャンネル
１月１日㈷・２日㈮＝９時・１８時・２３時渇３
日㈯・４日㈰＝９時・１６時・２３時渇５日㈪・６
日㈫＝９時・１８時・２３時渇７日㈬＝９時・１２
時・１８時・２３時渇８日㈭・９日㈮＝９時・１８
時・２３時渇１０日㈯＝９時・１６時・２３時

区内には２００軒近くの農家があ
ることをご存じですか？
安全で安心な商品を届けるた
めに頑張っている農家の皆さ
んを紹介します。

応
援
し
よ
う
！

す
ぎ
な
み
の

農
業



〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日
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【凡例】 ＝日時　 ＝場所　 ＝内容　 ＝講師　 ＝対象　 ＝定員　 ＝参加費　 ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝その他時 場 内 師 対 定 費 申 問 他

区の農業は
供するほか
え、また、
さんの生活
近年、特に
せられ、農
区は、農家
と農地保全
農産物を学
産地消・食
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入
口
前 

草
花
・
野
菜

杉
並
区
グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
即
売
会
（
農
業
団
体
主

催
）　 

区
役
所
前
広
場 

草
花
・
野
菜

内場

内

　２０年１２月６日㈯、上高井
戸１丁目の畑（２面右上の
鈴木さん所有）で、約２０組
の親子が野菜の収穫体験
を楽しみました。
　この催しは、JA東京中
央城西地区の青壮年部が、
区内の農業のことを知っ
てもらうために１９年度か
ら始めた事業で、食育をテ

ーマにした、区内農業の活動発表の場でもあります。１９年度は１
回開催し、２０年度は、６月にジャガイモを収穫しました。２回目
の今回は、大根・カブ・ニンジン、そして予定外でしたが、ネギ
も収穫しました。
　少人数のグループに分かれた参加者の皆さんは、グループごと
に付いてくれた区内農家の方に野菜の抜き方などの指導を受け
ながら、収穫を楽しみました。帰り際に、「また、参加したい！」
と力強く宣言していくお子さんもいたくらいです。
　みんな、自分で採った野菜を、どんな料理にして食べたのでし
ょうか？　子どもも親も、うれしい笑顔であふれた催しでした。

　２０年１１月２５日㈫、杉並第九小学校（本天沼１崖２
崖１９）では、井草２丁目でトマトを栽培している森
田さん（右記事参照）を３年生の授業に迎えました。
　授業では、１０月に森田さんの畑を見学した子ども
たちから、「直売の売り上げは１日にどれくらい
？」、「風邪をひいてしまったときは、だれが野菜の
世話をするの？」、「植えた野菜が別のところから生
えてきてしまうことはありますか？」など、自由で
活発に、多くの質問がありました。
　授業のあとには、森田さんを囲んで、区内産野菜

〜区内で頑張っている（下高井戸４丁目）

抱えきれないほど収穫できまし抱えきれないほど収穫できましたた

ファームショッファームショッププ
あぐり〜あぐり〜んん

　農家の方が当番で店頭にいますので、
野菜の調理方法など、気軽にお尋ねくだ
さい。

JA東京中央
杉並グリーンセンター直売所

【日時】毎週火・木・土曜日の午後
２時〜４時（売り切れ次第閉店）
【場所】阿佐谷南３崖１３崖２
【問い合わせ】緯５３４９崖８７９１

 杉並第九小学校で授業がありました

【地元野菜デーとは】
　学校給食の食材に区内産の農産物を活用すること
持ち、学校給食を生きた食育の教材として充実させ
　産業経済課と学務課が連携したこの事業では、多く
校によっては、農家の方による授業を行いました。

区内産の新鮮で安全な
採れたて野菜と元気な
草花をお届けします外

▲開店前には行列が。開店後３０分経
たないうちにほぼ売り切れることも

▲壁面には生産者の写真と住所が掲
示してあります
▼商品にも生産者の名前が表示され
ています

親子で野菜収穫体験

　

開
催
時
期
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。「
広
報

す
ぎ
な
み
」、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
主
催
者
発
行
の
チ

ラ
シ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
 

区
＝
産
業
経
済
課
都
市
農
業
係
、
農
協
主
催
＝
J

A
東
京
中
央
杉
並
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
緯
５
３
４
９
倆

８
７
９
１

問

学校給食で
　「地元野菜デー

新しい取り組み

▲この
　サツマ

　父親の後を継ぐため、勤めていた会社を辞め
て、まったく経験のない農業を始めた池田さん。
八百屋の店先に並ぶようなものは大体作ってい
ます。自分の畑で即売会をするほか、あぐり〜
ん（下記事参照）などでも販売しています。
「都市農業を理解してもらうために、サツマイ
モについてはほとんど、地域の学校の皆さんに
芋掘りをしてもらっています。また、栗やキウ
イを育てて、季節には、地域の皆さんに栗拾い

やキウイ摘
みを楽しん
でもらって
います。芋
掘りをした
小学生から
お礼の手紙
をもらった
りすると、

うれしいですね。今、南高梅を育てていますが
（左下写真）、今度は、梅もぎもやりたいと思っ
ています。」と池田さん。
　現在、JA東京中央城西地区で青壮年部長を務
める池田さん。青壮年部では、区内の農業を知
ってもらうために、収穫体験を開催しています
（下記参照）。
「都市の中で緑地を維持しようと頑張っている
人がいるということを、区民の皆さんに理解し
てもらいたい。そのために、農業体験をしても
らったり、学校給食へ野菜を提供したりと、地
域に貢献できることをしてきたいと思います。」
と話してくれました。

池田千宏さん

都市農業都市農業をを
理解してもらいた理解してもらいたいい

▲ここで梅もぎを楽しめる予定

杉並区役所緯３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１
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は、新鮮で安全な野菜や草花、植木などを生産・提
か、緑豊かな農地が、生活環境に潤いと安らぎを与
災害時のオープンスペースの確保など、区民の皆
活に大きな役割を果たしています。
に食の安全性、食料自給率や環境の問題に関心が寄
農業に対する期待はますます大きくなっています。
家や区民の皆さんと力を合わせて、都市農業の発展
全に努めています。また、今年度は新たに、区内産
学校給食に提供する「地元野菜デー」を実施し、地
食育の推進に取り組んでいます。
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Ｊ
Ａ
東
京
中
央
杉
並
中
野
生
産
部
会
即
売
会
（
農

協
主
催
）　 

Ｊ
Ａ
東
京
中
央
杉
並
中
野
支
店
前

（
桃
井
２
們
３
們
４
） 

草
花
・
野
菜

　
杉
並
区
草
花
植
木
野
菜
等
即
売
会（
区
主
催
）　 

区
役
所
前
広
場 

草
花
・
植
木
・
野
菜

　
阿
佐
谷
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト（
農
業
団
体
共
催
）

　
 

阿
佐
谷
神
明
宮
境
内
（
阿
佐
谷
北
１
們　

們
２５

５
） 

草
花
・
植
木
・
野
菜

　
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
杉
並
中
野
地
区
青
壮
年
部
主
催

「
駅
前
即
売
会
」（
農
協
主
催
）　 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る

荻
窪
前
広
場（
荻
窪
５
們　

們　

） 

草
花
・
野
菜

１５

１３

　
ふ
れ
あ
い
農
業
体
験
（
区
主
催
）　 

区
内
農
家

Ｊ
Ａ
東
京
中
央
城
西
生
産
部
会
主
催
「
朝
と
り
野

菜
と
草
花
の
即
売
会
」（
農
協
主
催
）　 

区
役
所

中
杉
通
り
側
入
口
前 

草
花
・
野
菜

　
阿
佐
谷
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト（
農
業
団
体
共
催
）

　
 

阿
佐
谷
神
明
宮
境
内
（
阿
佐
谷
北
１
們　

們
２５

５
） 

草
花
・
植
木
・
野
菜

Ｊ
Ａ
東
京
中
央
杉
並
中
野
地
区
展
示
即
売
会
（
農

協
主
催
）　 

Ｊ
Ａ
東
京
中
央
杉
並
中
野
支
店
前

（
桃
井
２
們
３
們
４
） 

草
花
・
野
菜

　
杉
並
区
農
業
祭
・
草
花
植
木
野
菜
等
即
売
会
（
区

主
催
）　 

区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
・
区
役
所
前
広
場

 

草
花
・
植
木
・
野
菜

Ｊ
Ａ
東
京
中
央
城
西
地
区
展
示
即
売
会
（
農
協
主

催
）　 

Ｊ
Ａ
東
京
中
央
城
西
支
店
前（
成
田
東
５

們　

們
７
） 

庭
園
樹
・
鉢
物
・
草
花
・
野
菜

１８
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
杉
並
中
野
地
区
青
壮
年
部
主
催

「
駅
前
即
売
会
」（
農
協
主
催
）　 

あ
ん
さ
ん
ぶ
る

荻
窪
前
広
場（
荻
窪
５
們　

們　

） 

草
花
・
野
菜

１５

１３

Ｊ
Ａ
東
京
中
央
城
西
生
産
部
主
催
「
歳
末
農
産
物

即
売
会
」（
農
協
主
催
）　 

区
役
所
中
杉
通
り
側

入
口
前

草
花

野
菜

場

内

場

内

場
内

場

内場

場

内

場
内

場

内

場

内

場

内

場

内

場

内

を使った給食をおいしく食べました。
　お楽しみの給食のメニューは、栄養士・調理の方
が工夫を凝らした、サツマイモご飯のおにぎり、沢
煮椀（大根の千切り入り）、サンマの姿煮、ホウレ
ン草の磯和え、牛乳、そしてランチルームには特別
メニューで大根の葉っぱの炒め物が付きました。み
んな、元気に「おかわり」をしていました。野菜を
作ってくれた森田さん、おいしく調理をしてくれた
皆さんに「ありがとう」を言って、給食は終わりま
した。皆さん、おいしかったですね！

　平成３年、サラリーマンから農業に転じた森
田さん。当初は、いろいろな野菜を少しずつ作
っていましたが、あまり収入にならなかったこ
とから、少し的を絞って生産量を増やしたいと
思ったそうです。
　たまたま参加した苗作り講習会で講師の農業
の先生と知り合い、神奈川県でトマトを特別な
方法で栽培している農家のことを教わった森田
さんは、早速、何軒かへ見学に行きました。見
学先で食べたトマトがとてもおいしく、「これを

自分もやりたい！」とすぐに決断
し、平成５年には温室を建てて、

トマトのハウス栽培を始めたとのこと。
　最初は、「杉並でトマトのハウス栽培は大丈夫
？」との反応が大方だったそうですが、最近は、
区内にトマトのハウス栽培仲間もできて、うれ
しいと森田さんは話します。
「杉並に農地があり、農業をやっていることを
知ってもらいたい。そして、お客さんが増えて
くれることが一番。買ったものに何かあったら、
教えてもらえると助かる。」と話す森田さん。「農
家を遠い存在に感じる方もいるかもしれません
が、同じ地域に住み、同じように暮らしていま
す。畑で作業をしているところを見かけたら、
気軽に声をかけてください！」

る皆さんを紹介します

森田信幸さん（井草２丁目）
気軽に声をかけてくださ気軽に声をかけてくださいいとで、子どもたちが農産物や都市の中の農業に関心を

せていくことを目的に、２０年度から始まりました。
くの学校で、地元野菜を給食に活用していきます。学

▲
８
月
に
植
え

た
ト
マ
ト
は　
１２

月
に
色
づ
き
始

め
ま
し
た

▲トマトを育てている温室

」

年
間
の
各
種
催
し
〜
即
売
会
な
ど

日の区内産野菜は
マイモと大根

鈴木宗孝さん（上高井戸２丁目）
　区内農家後継者の会「杉並区グリーンクラブ」
で会長を務める鈴木さん。２５年の歴史を持つグ
リーンクラブでは、２６名の会員たちが、年間５、
６回の即売会の実施をはじめ、農薬を減らして
虫を駆除する方法や、品種についての講習会、
先進事例の視察会など、日々、農業の普及や農
作業の改良について勉強をしています。また農
業祭では、先輩農家の方が船頭さんになり、野

菜の宝船づくりもしています。
　農業を始めて約１４年の鈴木さん。年間延べ４０
〜５０品目の野菜を作り、自分の畑で直売もして
います。
「畑に直売所があり、常に見られていることで
意欲を感じています。なるべく薬などを使わず
に、良いものを作りたいです。勉強不足で、な
かなか、自分が満足するものは作れません。毎
年が勉強です。」と鈴木さんは話します。
「杉並区の農家は健在で、頑張っています。安
全安心な野菜・花・植木を提供していきますの
で、応援をよろしくお願いします。」と力強く、
笑顔で語ってくれました。

▲野菜の宝船に使うための
赤い大根も育てています

！！杉並区の農家は健杉並区の農家は健在在
頑張っていま頑張っていますす

毎
週
火
曜
日

　

３
月
下
旬

　

５
月
中
旬

　

６
月

　

７
月
初
旬

　

７
月
中
旬

　
　

月
中
旬

１０

　
　

月
下
旬

１０

　
　

月
初
旬

１１

　
　

月
中
旬

１１

　
　

月
１２

　
　

月
下
旬

１２

▲野菜でできた宝船
（２０年１１月農業祭）
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体
験
型
農
園
は
、
区
の
援
助
を
受
け
て
農
家

が
開
設
し
、
経
営
・
管
理
す
る
農
園
で
す
。
農

園
主
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
作
付
け
（
畑
に

作
物
を
植
え
る
）
か
ら
収
穫
ま
で
の
農
作
業
を

体
験
で
き
る
の
で
、
初
心
者
で
も
安
心
で
す
。

　

ま
た
、
農
作
業
の
講
習
は
週
末
を
中
心
に
行

い
ま
す
の
で
、
お
勤
め
の
方
で
も
楽
し
み
な
が

ら
い
ろ
い
ろ
な
野
菜
作
り
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
あ
な
た
も
プ
ロ
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
て
野
菜
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
利
用
期
間

　

３
月
中
旬
～　

年
１

２２

月　

日
（
更
新
は
園
主

３１
と
の
相
談
で
、
最
長
四

年
で
す
）

◇
利
用
場
所

　

フ
ァ
ー
ム
荻
窪
（
成

田
西
３
們　

）
１８

◇
申
し
込
み
資
格

　

区
内
在
住
の　

歳
以

２０

上
で
週
一
回
以
上
農
園
に
来
る
こ
と
が
で
き
る

方（
家
族
以
外
の
グ
ル
ー
プ
で
の
参
加
は
不
可
）

◇
定
員

　

六
〇
名
（
抽
選
）

◇
利
用
区
画

　

一
区
画
約
三
〇
㎡

◇
利
用
料

　

年
間
四
万
円
（
指
導
料
・
収
穫
野
菜
代
な
ど
）

※
種
・
苗
・
肥
料
・
農
具
は
園
主
が
用
意
し
ま

す
。
利
用
料
は
更
新
の
際
、
変
更
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◇
申
し
込
み

　

往
復
ハ
ガ
キ
（
一
世
帯
に
つ
き
一
枚
）
に
①

「
体
験
型
農
園
利
用
申
し
込
み
」②
郵
便
番
号
・

住
所
③
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
④
年
齢
⑤
電
話
番

号
⑥
返
信
用
あ
て
先
を
書
い
て
、１
月　

日（
消

２０

印
有
効
）
ま
で
に
農
園
主
・
武
井
三
郎
（
〒　
１６７

倆
０
０
５
１
荻
窪
１
們　

們　

）
へ

１５

１１

◇
抽
選
方
法

　

区
が
立
ち
会
い
、園
主
が
抽
選
を
行
い
ま
す
。

結
果
は
２
月
中
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
ご
注
意

　

①
体
験
型
農
園
は
、
区
画
の
貸
し
出
し
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
栽
培
す
る
作
物
の
選
定
な
ど
は

園
主
が
行
い
ま
す
②
車
で
の
来
園
は
で
き
ま
せ

ん
③
区
は
体
験
型
農
園
を
直
接
管
理
し
ま
せ
ん

④
３
月
７
日
㈯
に
利
用
者
説
明
会
を
行
い
ま
す

（
当
選
者
に
は
別
途
通
知
）

　農業を始めて６０年以上
という武井さん。高齢にな
り、農作業が大変になって
きたころに体験型農園に
ついて紹介を受け、「やっ
てみよう」と１６年度から
体験型農園「ファーム荻
窪」を始めました。
　年間計画に基づいて、春と秋で３０種類以上の作物
を育てます。最初の準備、種まきや植え付けなどの
講習会を開催するので、初心者でも大丈夫です。金
曜日の午後、土曜日の午前・午後、日曜日の午前と
いうように３日間で４回開催します。参加できない
ときは作業が遅れてしまうので、家族に参加しても
らうこともよいでしょう。
　参加者は、住まいの地域、年齢、仕事をしている
方、お子さんがいる方など、さまざまです。お子さ
んがいる方は、一緒に作業を楽しんだりしています。
「自分の作った物だから安心。野菜を食べなかった
お子さんが、お父さん、お母さんが作った物だから
と食べるようになった、という話も聞きます。」
　農園をやっていてうれしいのは、収穫した野菜を
食べて「おいしかった」、「お店で買うものよりおい
しい」、「こんなにおいしい野菜は食べたことがない」
などの感想をもらうことだと話してくれました。

◇
新
春
吉
例
「
大
宮
前 
囃  
子 
」

ば
や 
し

　

大
宮
前
囃
子
は
、
宮
前
地
域
に

古
く
か
ら
伝
わ
る
民
俗
芸
能
で
区

の
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。

舞
を
披
露
す
る
の
は
、
大
宮
前
郷

土
芸
能
保
存
会
の
皆
さ
ん
で
す
。

　
 

１
月　

日
㈯
午
後
２
時
～

１０

時

◇
年
中
行
事

　

「
ま
ゆ
玉
飾
り
」

　

小
正
月
に
、
蚕
や
農
作
物
の
豊

作
を
祈
る
「
ま
ゆ
玉
」
ま
た
は

「
ま
ゆ
だ
ん
ご
」
と
よ
ば
れ
る
行

事
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
古
民
家
に

ま
ゆ
玉
飾
り
を
展
示
し
ま
す
。
土

日
の
午
後
は 
囲  
炉  
裏 
に
火
が
入

い 

ろ 

り

り
、
懐
か
し
い
雰
囲
気
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
け
ま
す
。

　
 

１
月　

日
㈰
午
後
～　

日
㈰

１１

１８

們
們
〈
い
ず
れ
も
〉
們
們

　
 

・ 

郷
土
博
物
館
（
大
宮
１

們　

們
８
緯
３
３
１
７
倆
０
８
４

２０
１
） 

当
日
、
直
接
会
場
へ 

一

〇
〇
円（
観
覧
料
。中
学
生
以
下
無

料
） 時場

問
申

費

【月日】１月１２日㈷
【場所】杉並公会堂（上荻１崖２３崖１５）
【内容】式典、記念アトラクション（ブラザートムによるミニコンサート）
【対象】昭和６３年４月２日～平成元年４月１日生まれで区内在住の方

　お住まいの地域（町名）ごとに次の時間にお越しください。
①午前１０時３０分〜１１時３０分（１０時開場）
天沼、井草、今川、荻窪、上井草、上荻、清水、
下井草、松庵、善福寺、西荻北、西荻南、本天沼、
南荻窪、桃井
②午後１時〜２時（０時３０分開場）
阿佐谷北、阿佐谷南、梅里、高円寺北、高円寺南、
成田西、成田東、堀ノ内、松ノ木、和田
③午後３時３０分〜４時３０分（３時開場）
和泉、永福、大宮、上高井戸、久我山、下高井戸、
高井戸西、高井戸東、浜田山、方南、宮前
　該当者には、２０年１２月中旬に案内状をお送りしました。

 児童青少年課青少年係緯３３９３崖４７６０問

郷
土
博
物
館
の
新
年
行

郷
土
博
物
館
の
新
年
行
事事

▲大黒舞

成人祝賀のつどい

仲
間
と
交
流
を
楽
し

仲
間
と
交
流
を
楽
し
みみ

な
が
ら
農
業
体

な
が
ら
農
業
体
験験

ファーム荻窪園主
　　　武井　三郎さん（荻窪１丁目）

体
験
型
農
園
の
利
用
者
募
集

 

産
業
経
済
課
都
市
農
業
係

問

現在の体験型農園利用者（１月
末まで）にお話を伺いました。

　農産物を直販している農家
（６０軒）、芋掘り・うね売り農
家、区民農園がわかるマップで
す。
　区の農業振興や農地保全の
ための事業や、農産物即売会も
紹介しています。
　区ホームページから取り出
せるほか、産業経済課都市農業
係（区役所西棟１０階）で配布し
ています。
　マップを片手に区内の農家
を巡り、新鮮な野菜をお求めに
なるのはいかがでしょうか。

ふれあい農業　すぎなみ
〜農産物直販マップ〜

安全・安心・採れたて安全・安心・採れたてのの
「旬の野菜」を味わってほし「旬の野菜」を味わってほしいい

楽しく仲間づくりができる農園で楽しく仲間づくりができる農園ですす
　働いていたころから自然に興味があったとい
う山口さん（写真左から２番目）。ボランティア
として園主・武井さん個人の畑のお手伝いもし
ています。
　２０年中は、春に６回、秋に４
回、種をまいたり苗を植えたり
するときに講習会がありまし
た。講習会には必ず参加してほ
しいと山口さんは話します。
「種も、野菜の種類によって浅
くまいたり深くまいたり、まき
方一つで出来が違います。」
　交流を深めるために、交流会
が年２回あり、いろいろな世代
の方が集います。
「農園は、農作業が１つの目的ですが、利用者
同士の交流も大切な目的です。」と山口さん。
　加藤さん（写真右の２人）は、夫婦そろって
参加しています。

「皆さん、最初はシャベルや 鍬 などの道具もう
くわ

まく使えませんが、講習会で基本的なことは教
えてくれます。素人でも大丈夫です。分からな
いことは、ほかの方に聞くと、皆さん懇切丁寧

に教えてくれます。」とご主人。
「農園に来ると元気をもらえ
ます。育てた物がだんだん大き
くなり、採れるのが楽しみで、
さらに元気になりました。」と
うれしそうに話す奥さん。
　植物などを育てることに興
味があり、基本のやり方を知り
たくて参加した古宇田さん（写
真左）。
「手を抜いてしまうと作品（野

菜）にあらわれます。そんなときは、『ごめん
ね』と思います。」
　皆さん、農園で知り合った仲間と交流しなが
ら、農業体験を楽しんでいます。


